
 

 

 

～体育大会取り組んでいます～ 

 ８月２１日（月）より、体育大会応援リーダーの練習とバックボード制作が本格的に始まりました。練

習内容は、３年生のリーダーが夏休み前半を活用し考えたものです。それぞれの団が協力し、自分たちの

特色を出し、一つのものを作り出すことのやりがいを感じながら活動してほしいです。また、応援リーダ

ーの力は、応援合戦だけでなく、体育大会全般で必要となります。いろいろな取組に対して、リーダーの

自覚をもって臨み、団員全員に充実感のある活動を味わわせることが、リーダーに求めるものでもありま

す。第１１回体育大会へ向け活躍を期待します。 
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～部活動等の結果～ 

◇ソフトテニス部 県中体連 団体 第３位  

個人 松岡しずく・牧山彩羽ペア 第３位（九州大会予選リーグ敗退） 

       三浦輪奏・宮﨑香那ペア ２回戦敗退 

  学年別大会 ２年生の部 準優勝 松本愛音・一ノ瀬史海ペア、第３位 佐藤莉音・松本友姫那ペア 

        １年生の部 第３位 松岡真優・坂本絢音ペア 

◇男子卓球部 県中体連 団体 予選トーナメント敗退、個人 坂口遼汰郎 ベスト８ 

◇女子卓球部 県中体連 団体 ベスト８、個人 平河芹菜 ベスト８ 

◇剣道部女子 県中体連 団体 予選リーグ敗退、個人 小形侑衣那 初戦敗退 

◇陸上 県中体連２年男子１５００Ｍ 第２位 平川遼眞 （九州大会台風のため中止） 

◇音楽部 ＮＨＫ全国音楽コンクール佐賀大会 銅賞 

◇唐津市教育長表彰  

・牧山彩羽：都道府県対抗全日本中学生ソフトテニス大会 団体・ダブルス出場 

・平河芹菜：２０２２年全日本卓球選手権大会（カデットの部）女子シングルス出場 

・一ノ瀬史海：２０２２年少林寺拳法全国大会（組演武 中学生女子の部）出場 

・男子卓球部：第２４回全国中学選抜卓球大会出場 

・牧山蒼空：第３２回全日本室内アーチェリー選手権大会 ＲＣ部門小中学生男子の部 第２位 

※保護者の皆様へ：学校便りに表彰関係も含め、生徒名を記載する場合があります。ご都合により掲載を遠

慮される場合は、担任までお伝えください。よろしくお願いいたします。 

 

日 曜 主　な　行　事 日 曜 主　な　行　事

7 木 振替休日（9日分） 17 日 ２年生国スポ（トライアスロン競技）ボランティア活動

9 土 登校日 19 火 ２年生振替休日

10 日 体育大会 20 水 平和集会

11 月 振替休日（10日分） 21 木 ２年生職場体験学習（～22日）

12 火 弁当持参 26 火 県立高校説明会（2・3年生）

九

月

の

行

事

佐賀新聞「わかもの」欄に小松琉寧（２年生）さんの投稿が掲載されたので紹介します。平和を守

るために私たちができることを考え、実行していきたいですね。 

 

「広島の原爆に思う」 小松琉寧 

 広島のピースボランティアが作られた原爆のビデオを見ました。弁当箱の中身が黒こげで、まるで

土を入れたのかと思うほどでした。この中に本当に弁当の具が入っていたのか疑ってしまうほどでし

た。髪の毛が抜け落ちてしまったきょうだい。赤ちゃんのパンツなど、小さい頃に亡くなってしまっ

て、まだ長い人生があったのにと思うと辛くなります。 

 病気でも寿命でもなく、人の手で亡くなってしまったことをとても悲しく思います。 

 たくさんの頭の骨。やけどで真っ赤になった体に痛めつけられたことが分かります。怖くなりまし

た。原子爆弾一つで建物がすべて焼けて黒こげになっていて、人々の日常をこわしてしまっていまし

た。たくさんの楽しい日を一瞬にしてなくしていました。 

なぜ戦争をしてしまったのか、私には理解できません。私には小さい１歳の弟がいます。とても大

好きなのに、亡くしてしまいたくないです。でも被曝してしまった人は、家族を亡くしています。私

は想像できません。当たり前に明日が来るとは限らないと分かりました。 

今、命が動いていることは素晴らしいことだと分かりました。一日一日を大事にし、命に感謝して

いきたいです。 


